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小宮山：小さい頃から野球選手になりたいという夢を持っていて、たまたま、
テレビで中継していた六大学野球の早慶戦を見て、そこから早稲田大学で野

球がしたいと思うようになりました。早稲田大学に入学してからはあれよあれ

よという間に目の前の道が開け歩いてきましたが、振り返ると、最短距離を歩

いてきたスター選手に比べたら相当いろいろなところを寄り道してきたなと思

いますね。

　高校は芝浦工業大学柏高校で、そのまま大学へというのが親の希望だっ

たのに、他大学を受験する選択をしたところからまわり道は始まったのかもし

れません。結局、2年も浪人生活をしてそんなに甘いものではないという現実を突きつけられたのですから。

　元来、楽天的な性格で、人生は長いから予備校生時代の1～2年はどうってことないと軽く考えていました。その2年間はまった

く勉強をせず、ラクなほうに進むように自分を仕向けていた予備校生でした。親に負担をかけているという点ではとんでもない

罰当たりですね。

　試験間際になってようやくこれはまずいと気づき、それからは人生でそれ以上はないくらいに机に向かい、ラストスパートの集

中力はすごかったと思います。まあ、人生をなめていましたね。最初からきちんと勉強をしていればこんなことにはならなかった

のですから。しかし、早稲田大学に入学してから人間が変わりました。予備校生時代を知る友人からすると、別人だと言われま

す。

― 早稲田大学野球部監督を務めていらっしゃる現在に至るまでには多くのまわり道をされたということですが、学生時代はどの

ような時間でしたか。

まわり道しても苦しんだ分だけ喜びは大きい。その経験が力になる

「投げる精密機械」と称されるほど抜群のコントロール力を誇る投手として、プロ野球界で長く活躍した小宮山悟さん。千葉ロッテ

マリーンズ、横浜ベイスターズ、ニューヨーク･メッツを経験し、通算117勝を挙げた。また、現役中に早稲田大学大学院、スポーツ科

学研究科の修士課程も修了。常に挑戦し続け、球界屈指の頭脳派としても知られる存在だ。2019年1月に母校、早稲田大学野球部

の監督に就任し、今度は学生の指導にあたる。「大学受験で2浪したり、まわり道ばかりしてきた」と語る自身の豊かな経験は、実は

目標達成に向け、強い信念に裏打ちされた行動であり、成功を模索するビジネスパーソンにとっても学ぶところが多いのではない

だろうか。小宮山流「隙のない人生哲学」について伝授していただいた。
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小宮山：野球が好きというところが大きいですね。また、頑張って早稲田大学に入ったという思い、早稲田大学野球部のユニ
フォームを着て神宮球場に立つことが自分にとってどれだけ大きいものだったか。歯を食いしばりながらも、ちょっとやそっとで

はへこたれないという気持ちがありました。

　2年間の浪人生活後でしたが、実は合格発表の後に当時の安部寮（※1軍の中でもリーグ戦のレギュラー選手のみ入寮するこ

とができる早稲田大学野球部の専用寮）にすぐに挨拶にいきました。そして、実際に1年の秋のシーズン終了後に寮に入ることが

できました。これは相当なハードルで、同時に諸先輩方も含め周りから大きなプレッシャーを感じましたが、レギュラーにふさわし

い選手であるべく信念をもって、プレッシャーに負けずに練習を重ねてきました。

小宮山：大学受験で分かったのは、苦しめば苦しむほど喜びは大きいということ。身を持って体験したことで、頑張ることが当た
り前になりました。頑張れば報われる、結果がついてくると考えられるようになったのです。早稲田大学に合格した成功体験が、

大きなターニングポイントになりました。

― 予備校生時代を経て早稲田大学に入学したことで、それまでとは違う考え方になったのでしょうか。

― 早稲田大学野球部では厳しい練習を重ねていたということですが、4年間モチベーションを高く維持するコツはなんでしょう

か。

「今何をしなければいけないか」を常に考えて取り組む
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小宮山：大学時代の恩師、石井連藏監督から教わった「隙を見せるな」ですね。人からどう評価さ
れようとそんなことは良い。常に隙を見せずに行動していればなんてことはない。ということです。

　そして、自己変革の決め手となったのは、「一生懸命」という言葉です。石井さんは、「一生懸命

という言葉を使う人間はろくなやつがいない」と説いたのです。毎日必死に取り組んでいれば、こ

とさら一生懸命なんて気持ちが起きるわけがない。普段から手を抜いているから、今日は一生懸

命頑張ろうとなる。それこそ、心に隙ができていることに直結するのです。だから、常にこれ以上

できないという思いで何ごとにも臨めと。以来、一生懸命という言葉は使わずに過ごそうと思いま

した。

― 早稲田大学野球部時代から今も忘れずに守っている掟はありますか。

人からの評価は気にしない。常に隙を見せるな

小宮山：野球を職業にできるのではないか、プロになれるのではないかと思ったのは、試合でプロ野球のスカウトの方をちらほら
と見かけるようになってからです。プロとして野球で飯を食うんだという気持ちが頭の中に広がり始めてから決めていたのが、決

して自分に妥協しないこと。

― プロ野球選手を目指したのはいつ頃からですか。

小宮山：これをしなくてはというのはノルマ、目安にしかなりません。もちろん、それらをこなすことは重要ですが、自分のなかで
納得できるかどうかのほうが重要な位置付けでした。

― 具体的にはどのような取り組みをしていましたか。

小宮山：ありがたいことに、ロッテオリオンズ（現千葉ロッテマリーンズ）にドラフト1位指名をいただきました。そのときは、新聞紙
上でいろいろ書かれたこともありましたが、それが嫌だと思うのではなく、注目してみてくれている、もっと頑張らないといけない

と前向きに考えていきました。プロ野球は12球団しかない、1位指名は12名だけ。それは相当すごいことです。プレッシャーがか

かりましたが、やる気も出ました。

― 1989年のドラフト会議では、野茂英雄選手をはじめ、佐々木主浩選手、古田敦也選手など、その後プロ野球界を代表する選

手が多くいた年ですね。
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― 厳しい教えですが、仕事をするうえでも大切なことだと思います。早稲田大学野球部時代は、社会人になるための心構えを蓄

えていた時期でもあるのですね。安部寮の玄関に掲げられている「一球入魂」も代々伝えられている言葉ですか。



小宮山 ：文字通り、「魂を込めて投げること」です。この言葉は学生野球の父と称される、飛田穂洲先生が、野球に取り組む姿勢
を表現した言葉です。今も野球部の精神的な支えで、今の学生たちもこれをしっかりと受け止めて、日々練習をしています。この

言葉は、野球以外の仕事にも通じると思います。苦しい時こそ邪念を捨てて目の前の仕事を心を込めてやり遂げることが大切で

すよね。
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小宮山：ニューヨーク・メッツを退団して帰国した2003年に、1年間、野球評論
家として活動しました。この時はまだ現役を続けるつもりでしたが、球団から

のオファーがなかったのです。いわば、就職浪人です。どうしようかと石井さ

んに相談にいったところ、「金銭的にも時間的にも余裕があるならもう一度学

びなおせ」とアドバイスをいただきました。

　いつか指導者として野球にかかわる可能性も考えて、スポーツ科学を学び

たいという思いもあったので、スポーツ科学部の研究室に研究生として籍を

置き、学ぶ機会を得たのです。1年後、ボビー･バレンタイン監督が再び千葉

ロッテマリーンズで監督を務めることになり、僕もまたユニフォームを着ることになりました。

― プロ現役時代に早稲田大学大学院へも進学され、修士課程を修了されていますが、どのようなきっかけがあったのですか。

― 現役に復帰してからも研究室に通われていたのですか。

小宮山：いろいろ学んだことがムダにならないように、研究室に籍を置いたまま、現役に復帰しました。定期的に通うのは難しい
ので、メールで頻繁にやり取りして3年間科目を履修して、その後、スポーツ科学研究科が新たに設けられたため、試験を受けて

2006年から大学院生になりました。

　院生時代は、試合の移動日（月曜日）に、研究室がある所沢に行っていました。プロ野球選手としての活動がメインでしたか

ら、移動日でも毎週通うことはできません。課題が出たときは、移動の新幹線のなかでメールのやり取りをするなど、野球選手と

しての生活のルーティンのひとつにはなっていました。とにかく得られるものがたくさんありました。そして、2008年に修士課程が

修了。プロ野球選手を引退したのは、翌2009年です。

― プロ野球界屈指のJリーグ通、柏レイソルサポーターとしても知られ、引退後はJリーグ非常任理事も務めていらっしゃいます

が、理事としての活動はいかがでしたか。

学ぶ機会は逃さない。得るものが多く、ムダはない



小宮山 ：組織というのはこういうものだということを目の当たりにしました。日本サッカー協会の中でのJリーグの立ち位置、メ
ディア対応、クラブの運営方法、リーグとしての考え方が末端まで浸透していること、理事会での質疑･議論の闘わせ方、そして

チェアマンのリーダーシップまで、現場で直接関われたのはとても大きなことでした。もちろん、競技が違うので異なる部分があ

るのは当然のことですが、野球界とは明らかに違う。大変勉強になりました。
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小宮山：OB会からオファーをいただいて受けたのは即決でした。4年間お世
話になり、19年もの長い間プロ野球選手として携われたのも早稲田大学野球

部のおかげという思いがありましたので、恩返しをしたかった。そして、僕の中

で監督になる準備は出来ていました。

― プロから学生野球の監督に就任されました。監督として母校に戻ってきましたね。

小宮山：グラウンドでの対応を見て指導法を判断します。パッと見た瞬間で、必死に練習をしているかどうかは一目瞭然です。そ
ういう学生は、ある一定のレベルまで引き上げてあげるのが監督の仕事です。

　そもそも、ユニフォームを着て神宮球場の試合に出たいという思いを持っている人間しかいないと思っています。でも、自分が

レギュラーになるのは難しいと思っている学生もいるでしょう。しかし、少しでもうまくなりたいと思っているなら、その思いは絶

対に伝わります。必死にもがいていれば、こちらも真剣にそれに向かい、彼が思っている以上のレベルまで実力を付けられるよう

に指導します。その学生が何を求めてどの方向にいこうとしているのかをしっかり理解することが大切だと思っています。

　学生には4年間を自らの信念をもって行動し、卒業した後に早稲田大学野球部でよかったと言ってもらえるように指導していき

たいです。

― 現在の早稲田大学野球部は100名以上在籍しているとうかがいました。全体を見るのは大変なことですね。

小宮山：ロッテ時代にお世話になったボビー･バレンタイン監督の指導法は、
とにかく野球を楽しめということを前面に出したやり方でした。チームがどう

戦うかの判断を下し、結果を受け入れて全責任を負うのが監督。その過程で

絶対にぶれず、チームとして戦うことにこだわったのが、バレンタイン監督でした。

　僕も自分の中で軸がぶれないのが一番大切なことだと思います。軸さえぶれなければ、いろいろな要素を取り入れるのはプラ

スに働くものです。現役時代を振り返ると、僕が教えを受けた監督の指導の仕方はすべて自分の糧になっていますね。だから、

各監督のいいとこどりをして、学生の指導に当たっています。

― 現役時代に刺激になった、参考にしたい指導法などはありましたか。

自分の中で軸がぶれなければ、教えはすべてプラスになる
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小宮山：僕は賢い働き方ができるタイプではないと思っています。ムダなことを省きたいのにムダだらけ。まわり道も良いもので
すが、それは、自分が得ようとしている以上のものも得ることができたから。今まで見られなかったものを見ることができて、視

野が広がりました。

　人生は一度しかないので、最短でゴールにたどり着くのは良いかもしれませんが、最後に人生を振り返った時に、つまらない人

生だったと思うよりは、いろいろなところに寄り道していろいろ経験したほうが豊かな人生だったと思えるのではないでしょう

か。僕はいろいろな経験をさせてもらっているのでかなり幸せですね。

― それはビジネスの現場でも日常であることですね。コツをつかむことは賢く働くことにもつながりますね。

小宮山：自転車に乗れるようになったときの感覚で例えることができます。毎日努力を繰り返していてもなかなかバランスが取れ
なかったのに、ある時突然乗れるようになる。そのタイミングは人それぞれです。でも乗れるようになると、20年経っても忘れずに

乗ることができます。それは、偶然できたことではなく、そうしようと思って努力を積み重ねてきたからできたこと。コツをつかん

だのです。

― コツをつかむということでしょうか。

小宮山：今は何から何まで手ほどきをするものが多いですよね。しかし、それが正しいかどうかは分かりません。卒業したら厳し
い社会に身を置くわけですから、手ほどきをして、それができたつもりになってしまうのは危険。何か壁にぶつかったときに自分

自身でいかに乗り越えるかが重要なことだと思います。誰かに言われて行っただけの成功体験は、本当の成功体験ではありませ

ん。

　壁の向こうに面白いことがあると思った時、いかにその壁を乗り越えるかは人それぞれ。正攻法で打ち破る人もいれば、卑怯な

手を使う人も、隙間を探して横にいったり、地面を掘る人も。はしごを持ってくる人もいるかもしれません。それらはすべて個性で

す。ですから、壁の乗り越え方を指示することぐらい馬鹿らしいことはない。自分で気づくことが大切で、何とかしてやろうと思え

る人は成功します。その部分をいかに気づかせてあげられるかですね。

― 指導をしていて難しい部分はありますか。

壁の乗り越え方は人それぞれ。自分なりの方法に気づけば成功につながる

小宮山：好きなことで飯が食えるのは恵まれた人でしょう。ただ、そうでなくても、仕事に対して興味がないのはいけないと思い
ます。仕事なのでつまらないこともある。けれども、つまらない・苦痛が49％あっても、残りの51％が楽しいと感じられれば大丈

夫。ただし、苦痛でしかなく、面白い、楽しいという思いを持てないのであれば、今すぐ辞めて転職すべきだと思います。

　もちろん、簡単に辞めるのではなく、一度はとどまってちょっと頑張ろうという気持ちがないと何をやってもダメです。頑張って

何か楽しいこと、面白いことを見つけられれば、その先にはいろいろな成功が待っていると思います。

― 寄り道した分、経験値が増えるということですね。ご自身で考える「働く」の基準はありますか。
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取材後記
小宮山さんは、「浪人時代には、悪魔ととても仲良くなってしまった」「つらいことが49％でも、楽しいこと、面白いことが51％あれ

ば頑張れる」など、自身の経験を客観視している印象だ。常に自身を俯瞰して眺めながら、決して「隙を見せない」という姿勢は、

体験談の要所要所にも感じられた。強い信念を持って行動しているからこそ今がある。まわり道をしても、経験を積んでいけば

マイナスをプラスに変え、成功へ導くことができるのだということを、小宮山さんは体現している。

プロフィール
小宮山悟（こみやま・さとる）
1965年生まれ。芝浦工業大学柏高等学校卒業後、2年間の予備校生生活を経て、早稲田大学に進学。1年生からレギュ

ラーとして活躍し、4年生で主将を務める。六大学リーグ戦での通算成績は20勝10敗。ドラフト1位指名でロッテ・オリオ

ンズ（現：千葉ロッテマリーンズ）に入団。1年目からローテーション入りし、97年最優秀防御率賞を獲得した。2000年から

横浜ベイスターズへ移籍。2002年にFA宣言し、ニューヨーク・メッツと契約。2003年に帰国後、早稲田大学大学院スポー

ツ科学研究科に入学。「投球フォームに関するバイオメカニクス」を研究。同時期に野球評論家などを務めた後、2004年か

ら再び千葉ロッテマリーンズと契約。2008年に早稲田大学大学院修士課程を修了。2009年に現役を引退。2014年には

Jリーグの非常任理事を務める。2019年1月から、早稲田大学野球部監督に就任。
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